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355第 11 号　2016（平成 28）年度
鈴木文治（人間福祉部教授）著　『インクルーシブ神学への道：開かれた教会のために』
生と大切にしたその子との出会いがあるからだと思っている。私はどこに行っても，この先生につ
いて語る。障害のある子どものことを大事にして，退職後もずっとその子を心配しているその姿に，
教師とは何かを考えさせられるからである。」と語っている。その後，中学校社会科の教師，中学
校特殊学級の教師を経て，神奈川県第二教育センター の指導主事として教育行政の仕事を担う
ことになる。
　神奈川県では1984 年に今後の取り組むべき教育の根底に「統合教育」を掲げ，障害のある子
どもたちと障害のない子どもたちとが共に学び合う教育環境を設定するという提言を行っている。
鈴木先生は，ここで初めて「インクルージョン」の理念と出会った。その時のことを先生は，「インク
ルージョンの理念について学ぶ中で，今までの教育者としての経験から，今後進むべき方向性をそ
こに見るようになっていった。それは私の生育歴や環境と大きな繋がりがあると考えられた。幼少
の頃からの障害児や外国人，教会でのホームレスや貧困者たちとの出会いから，インクルーシブ社
会の実現が，私の目標として浮かび上がってきた。」と書かれている。本著では，その後の神奈川
県のモデル校作りに専念されて，インクルーシブ社会を目指して地域社会との困難な連携・理解な
どで行われた詳細な活躍ぶりが披歴されている。
　教育界では，教育観の大きな変換点としてサラマンカ宣言を持ち出すことが多い。この宣言は，
「インクルージョンとは，人は障害者と健常者に二分できるのか？という人間観から始まっている。イ
ンクルージョンの教育では，民族，言語，性別，障害などの理由で人を排除するのではなく，子ど
もの個別ニーズに合わせた愛情豊かな教育を目指し，一人ひとりの違いを祝福し歓迎する価値観
に基づいている。」としている。また，これはインクルージョン教育宣言であり，国連，ユネスコが支
援推進を行っていることは，広く知られている。正にこれからの教育の方向を示しているものであ
る。この方向で実践されてこられた鈴木先生の実践は，今後，様々な形で多くの教育者や学校
等で継承発展されるべきものである。特にこれからの時代の教育を担う若手の先生方の教育観
の育成に大きな影響を与えるものであるといえる。
　第一部の3章「インクルーシブ神学」では，これまでのキリスト教の功罪を分かりやすく，事実を
積み上げる手法で，示している。先生が言うキリスト教は，聖書の原点にもどり，貧しく苦しむ人々
の教会に戻ることである。鈴木先生は，ご自身の論文「キリスト教におけるインクルージョン研究」－
ルカ神学における障害理解―（本学園紀要第 10 号）の中で，聖書の中に登場する多くの障害者
や病人については，その意味や理解をどのように考えるかをまとめておられる。本書を読まれた方
は，是非，より深くまなばれるためにも上記論文に目を通されることをお願いしたい。
　最後に，鈴木先生のインクルージョン思想に基づく，キリスト教会の改革とインクルーシブ教育へ
の実践は，今後も地域社会と学校教育の中で大きな波となっていくものであると確信する。また，
多くの賛同者の輪が広がり，障害者を含め差別されない真の共存社会・教育の実現に尽力され
ることを願うものである。
（新教出版社　2016 年，217 頁）
